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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年2月14日(2008.2.14)

【公表番号】特表2002-542305(P2002-542305A)
【公表日】平成14年12月10日(2002.12.10)
【出願番号】特願2000-613478(P2000-613478)
【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｋ  35/76     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/36     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/711   　　　　
   Ａ６１Ｋ  35/76    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｍ
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
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   Ａ６１Ｋ  37/46    　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ｂ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成19年9月13日(2007.9.13)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　免疫応答を刺激するための組成物であって、該組成物は、１位以上の
異種エピトープをコードする核酸配列に作動可能に連結された造血細胞特異的発現エレメ
ントを含む核酸分子がエキソビボで投与されたリンパ球を含む、組成物。
　　【請求項２】　請求項１に記載の組成物であって、ここで前記リンパ球が、血液、ま
たは、脾臓、リンパ節、粘膜関連リンパ組織（ＭＡＬＴ）、扁桃、パイアー斑、鼻腔関連
リンパ組織（ＮＡＬＴ）、ヴァルダイアー環、および尿生殖器リンパ組織からなる群より
選択されるリンパ組織に由来する、組成物。
　　【請求項３】　請求項１に記載の組成物であって、前記異種エピトープが、ＣＤ４エ
ピトープ、ＣＤ８エピトープ、２つのＣＤ４エピトープおよび２つのＣＤ８エピトープか
らなる群より選択されるＴ細胞エピトープである、組成物。
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　　【請求項４】　請求項１に記載の組成物であって、前記発現エレメントが、Ｂ細胞お
よびＴ細胞からなる群より選択される細胞中で機能する、組成物。
　　【請求項５】　前記エピトープが抗体応答を刺激する、請求項１に記載の組成物。
　　【請求項６】　前記エピトープがＣＤ４　Ｔ細胞応答を刺激する、請求項１に記載の
組成物。
　　【請求項７】　前記エピトープがＣＤ８　Ｔ細胞応答を刺激する、請求項１に記載の
組成物。
　　【請求項８】　前記エピトープがＣＤ４　Ｔ細胞応答およびＣＤ８　Ｔ細胞応答を刺
激する、請求項１に記載の組成物。
　　【請求項９】　請求項１に記載の組成物であって、前記エピトープのうちの１つが抗
体応答を刺激し、そして１以上の第２のエピトープがＣＤ４　Ｔ細胞応答およびＣＤ８　
Ｔ細胞応答を刺激する、組成物。
　　【請求項１０】　前記エピトープがサイトカインとの融合物として発現される、請求
項１に記載の組成物。
　　【請求項１１】　前記サイトカインが、顆粒球マクロファージコロニー刺激因子、イ
ンターロイキン－２、インターロイキン－４、インターフェロン－γ、インターロイキン
－５、インターロイキン－６、インターロイキン－１０、およびインターロイキン－１２
からなる群より選択される、請求項９に記載の組成物。
　　【請求項１２】　前記核酸分子が、前記Ｔ細胞エピトープを含む免疫グロブリン分子
をコードし、ここで該エピトープは、該免疫グロブリン分子の相補性決定領域（ＣＤＲ）
中に挿入されている、請求項１に記載の組成物。
　　【請求項１３】　前記免疫グロブリンが可変領域を含む、請求項１２に記載の組成物
。
　　【請求項１４】　前記可変領域が重鎖可変領域である、請求項１３に記載の組成物。
　　【請求項１５】　前記可変領域が軽鎖可変領域である、請求項１３に記載の組成物。
　　【請求項１６】　前記免疫グロブリン分子が重鎖を含む、請求項１２に記載の組成物
。
　　【請求項１７】　前記免疫グロブリン分子が軽鎖を含む、請求項１２に記載の組成物
。
　　【請求項１８】　免疫応答を刺激するための組成物であって、該組成物は、１位以上
の異種エピトープをコードする核酸配列に作動可能に連結された造血細胞特異的発現エレ
メントを含む核酸分子がエキソビボで投与されたリンパ球を含み、ここで該リンパ球が、
血液に由来するか、または、リンパ節、粘膜関連リンパ組織（ＭＡＬＴ）、扁桃、パイア
ー斑、鼻腔関連リンパ組織（ＮＡＬＴ）、ヴァルダイアー環、および尿生殖器リンパ組織
からなる群より選択されるリンパ組織に由来する、組成物。
　　【請求項１９】　請求項１８に記載の組成物であって、前記異種エピトープが、ＣＤ
４エピトープ、ＣＤ８エピトープ、２つのＣＤ４エピトープおよび２つのＣＤ８エピトー
プからなる群より選択されるＴ細胞エピトープである、組成物。
　　【請求項２０】　請求項１８に記載の組成物であって、前記発現エレメントが、Ｂ細
胞およびＴ細胞からなる群より選択される細胞中で機能する、組成物。
　　【請求項２１】　前記エピトープが抗体応答を刺激する、請求項１８に記載の組成物
。
　　【請求項２２】　前記エピトープがＣＤ４　Ｔ細胞応答を刺激する、請求項１８に記
載の組成物。
　　【請求項２３】　前記エピトープがＣＤ８　Ｔ細胞応答を刺激する、請求項１８に記
載の組成物。
　　【請求項２４】　前記エピトープがＣＤ４　Ｔ細胞応答およびＣＤ８　Ｔ細胞応答を
刺激する、請求項１８に記載の組成物。
　　【請求項２５】　請求項１８に記載の組成物であって、前記エピトープのうちの１つ
が抗体応答を刺激し、そして１以上の第２のエピトープがＣＤ４　Ｔ細胞応答およびＣＤ
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８　Ｔ細胞応答を刺激する、組成物。
　　【請求項２６】　前記エピトープがサイトカインとの融合物として発現される、請求
項１８に記載の組成物。
　　【請求項２７】　前記サイトカインが、顆粒球マクロファージコロニー刺激因子、イ
ンターロイキン－２、インターロイキン－４、インターフェロン－γ、インターロイキン
－５、インターロイキン－６、インターロイキン－１０、およびインターロイキン－１２
からなる群より選択される、請求項２６に記載の組成物。
　　【請求項２８】　前記核酸分子が、前記異種エピトープを含む免疫グロブリン分子を
コードし、ここで該エピトープは、該免疫グロブリン分子の相補性決定領域（ＣＤＲ）中
に挿入されている、請求項１８に記載の組成物。
　　【請求項２９】　前記免疫グロブリンが可変領域を含む、請求項２８に記載の組成物
。
　　【請求項３０】　前記可変領域が重鎖可変領域である、請求項２９に記載の組成物。
　　【請求項３１】　前記可変領域が軽鎖可変領域である、請求項２９に記載の組成物。
　　【請求項３２】　前記免疫グロブリン分子が重鎖を含む、請求項２８に記載組成物。
　　【請求項３３】　前記免疫グロブリン分子が軽鎖を含む、請求項２８に記載組成物。
　　【請求項３４】　核酸分子であって、異種ポリペプチドをコードする核酸配列に作動
可能に連結された造血細胞特異的発現エレメントを有し、ここで、該異種ポリペプチドは
２以上のＴ細胞エピトープを含み、ここで、該Ｔ細胞エピトープは、ＣＤ４エピトープ、
ＣＤ８エピトープ、２つのＣＤ４エピトープおよび２つのＣＤ８エピトープからなる群よ
り選択される、核酸分子。
　　【請求項３５】　前記異種ポリペプチドが、１以上のＢ細胞エピトープをさらに含む
、請求項３４に記載の核酸分子。
　　【請求項３６】　前記発現エレメントが、Ｂ細胞およびＴ細胞からなる群より選択さ
れる細胞中で機能する、請求項３４に記載の核酸分子。
　　【請求項３７】　前記核酸配列が、サイトカインとの融合物として発現されるポリペ
プチドをコードする、請求項３４に記載の核酸分子。
　　【請求項３８】　前記サイトカインが、顆粒球マクロファージコロニー刺激因子、イ
ンターロイキン－２、インターロイキン－４、インターフェロン－γ、インターロイキン
－５、インターロイキン－６、インターロイキン－１０、およびインターロイキン－１２
からなる群より選択される、請求項３７に記載の核酸分子。
　　【請求項３９】　核酸分子であって、２以上の異種Ｔ細胞エピトープをコードする核
酸配列に作動可能に連結された造血細胞特異的発現エレメントを含み、ここで、該核酸配
列は、該２以上のエピトープ含む免疫グロブリン分子をコードし、そして該２以上のエピ
トープは、該免疫グロブリン分子の相補性決定領域（ＣＤＲ）中に挿入されており、ここ
で該２以上のＴ細胞エピトープは、ＣＤ４エピトープ、ＣＤ８エピトープ、２つのＣＤ４
エピトープおよび２つのＣＤ８エピトープからなる群より選択される、核酸分子。
　　【請求項４０】　１以上のＢ細胞エピトープをさらに含む、請求項３９に記載の核酸
分子。
　　【請求項４１】　前記免疫グロブリンが可変領域を含む、請求項３９に記載の核酸分
子。
　　【請求項４２】　前記可変領域が重鎖可変領域である、請求項４１に記載の核酸分子
。
　　【請求項４３】　前記可変領域が軽鎖可変領域である、請求項４１に記載の核酸分子
。
　　【請求項４４】　前記２以上のエピトープが２つのＣＤＲ中に挿入されている、請求
項３９に記載の核酸分子。
　　【請求項４５】　前記エピトープが、サイトカインとの融合物として発現される、請
求項３９に記載の核酸分子。
　　【請求項４６】　前記サイトカインが、顆粒球マクロファージコロニー刺激因子、イ
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ンターロイキン－２、インターロイキン－４、インターフェロン－γ、インターロイキン
－５、インターロイキン－６、インターロイキン－１０、およびインターロイキン－１２
からなる群より選択される、請求項４５に記載の核酸分子。
　　【請求項４７】　状態を処置するための組成物であって、異種ポリペプチドをコード
する核酸配列に作動可能に連結した、Ｂ細胞特異的発現エレメントを含む核酸分子を含む
非ウイルスベクターを包含し、ここで、該核酸分子が、Ｂ細胞に標的化されかつ該異種ポ
リペプチドを発現し、ここで、該異種ポリペプチドは、ＣＤ４エピトープ、ＣＤ８エピト
ープ、２つのＣＤ４エピトープおよび２つのＣＤ８エピトープからなる群より選択される
Ｔ細胞エピトープを含む、。
　　【請求項４８】　前記造血細胞がエキソビボで標的化される、請求項４７に記載の組
成物。
　　【請求項４９】　前記造血細胞がインビボで標的化される、請求項４７に記載の組成
物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１５７】
これらの結果は、２つのＴｈ細胞決定因子Ｔ細胞の連結された結合が、弱いＴ細胞決定因
子（例えば、腫瘍抗原）に対して免疫するために利用することができることを示す。これ
らの結果は、体細胞導入遺伝子免疫の原理に沿った免疫化のために使用される遺伝子にお
ける連結されたＴｈ／Ｔｈ結合が、本来であれば乏しいまたは非免疫原性Ｔｈ細胞決定因
子を免疫原性し得ることを示す。これらの結果は、この原理は、強力なＴ細胞免疫が所望
されるすべての抗原に対してワクチン接種するために適用可能であることを示す。


	header
	written-amendment

